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【倉1・ ス トー マの状態】






































































































によりよいス トー マケアを実践 していきたい。
柴 田 沙 紀  鈴 木  円
石 川 睦 子
し,里帰りの妊婦には,当院里帰り時に,再度助産
師外来のインフォメーションを行うこと,外来にパ
ンフレットを設置するなどの工夫が必要と考えられ
た
同一助産師の関わりは「79%が満足J,「93%が信
頼できたJと回答.精神面は「100%が話を充分聞
いてもらえたJ「94%が不安の軽減につながったJ
と回答.不満足な意見は,「色々な視点から話が聞
けるので同一助産師でなくてもいいJ「助産師によ
り知識の量が違うJであった。これらから,不安な
気持ちを助産師が傾聴することが,高い満足度につ
ながると考えられた。また同一の助産師が関わるこ
とは,信頼・安′亡ヽといった精神面へのアプローチが
大きいが,全ての妊婦が継続性を望んでいるわけで
はないことがわかった。今後は助産師の研修等への
参加,スキルアップの必要性も求められた
V.結 論
1.助産師外来の満足度は高かった。特に「話を聞
くこと.」 が大切であり,助産師の関わりは安心
や信頼感をもたらす
2 今後はハード面の充実,里帰り妊婦へのインフォ
メーションの工夫,助産師のスキルアップが課題
である
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